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横浜緑ケ丘高等学校

創立100周年記念募金のお願い

横浜緑ケ丘高等学校100周年事業実行委員会

新体育館完成予想図
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謹啓

横浜緑ケ丘高等学校ご関係の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申
し上げます。皆様には、日頃から同校の発展に対しまして多大なご理解とご協力を
賜り、心から厚く御礼申し上げます。

さて、大正 12 年（1923 年）に神奈川県立横浜第三中学校として創立され、学制
改革により横浜第三高等学校を経て現在に至る横浜緑ケ丘高等学校は、令和 5年
（2023 年）に創立 100 周年を迎えます。

顧みますと、創立当初の関東大震災、戦後の米軍による接収など苦難を乗り越えて
歩みを続け、2万 8千名を超える卒業生は、それぞれ希望に目を輝かし、或いは悩み、
友との交流を深めて、学び舎を巣立っていきました。

この大きな節目に当たり、牧陵会、後援三徳会、学校の三者からなる横浜緑ケ丘高
等学校 100 周年事業実行委員会が設置され、100 周年を振り返り、さらなる発展を
願って、記念式典・記念のイベントの開催、記念誌の編纂発行などの記念事業の実
施を予定しております。

また、機を一にするように、念願であった体育館が建替えられ、それも現在に倍す
る大きな施設であり、100 周年のシンボルともなります。

体育館の竣工が令和 6年に予定されるところから、記念式典などの主要事業も令和
6年に実施するよう準備を進めて参ります。

新体育館の備品などの教育環境整備、記念誌の制作、記念の式典等イベント開催な
どは皆様のご協力無くしては成し得ません。

つきましては、これらの事業をぜひとも成功させるべく。同窓生、並びに関係の皆
様方の格別のご支援を賜りたく心からお願い申し上げます。

謹白　
　　令和 5年 6月吉日

横浜緑ケ丘高等学校100周年事業委員会　　　　　　　　　　

委 員 長　牧陵会会長　　　　　　　　池　田　加津男

副委員長　後援三徳会理事長　　　　　加　藤　永　真

副委員長　横浜緑ケ丘高等学校校長　　秋　山　晶　子

　横浜緑ケ丘高等学校創立100周年記念募金趣意書　
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１．募金団体	 横浜緑ケ丘高等学校 100 周年事業委員会（以下「事業委員会」という）

２．募金目的	 横浜緑ケ丘高等学校が創立 100 周年を迎えるに際し、記念事業を推進するとと
もに、教育環境整備等をとおして、横浜緑ケ丘高等学校を支援する。

３．募金目標額	 5,000 万円

４．募集の対象	 牧陵会会員、後援三徳会会員ならびに横浜緑ケ丘高校に勤務経験のある教職員、
その他募金の趣旨に賛同される個人・法人

５．募集の期間　2023 年（令和５年）６月１日から 2024 年（令和６年）３月 31日まで（延長あり）

６．寄附の金額	 ◆個人：１口　1,000 円以上〈出来れば 10口以上お願いいたします〉
※学生（大学生・専門学校生等）の方で本人払い込みの場合は、一人２口・2,000
円以上（千円単位：まなびや基金下限額適用）
◆法人：１口　1,000 円以上〈出来れば 10口以上お願いいたします〉

７．寄附の種類は２種類あります（一般募金寄附とまなびや募金（基金）寄附）
※払込取扱票の募金種類にチェック☑をして下さい
　チェックのない場合は、①一般募金として取り扱わせていただきます。

⑴ 一般募金としての寄附（指定寄附金ではありませんので、税控除はありません）
 ◆個人の場合：寄附金控除等の対象にはなりません。
 ◆法人の場合：一般寄附金の取扱いになります。

⑵ 「神奈川県まなびや基金」への寄附（ふるさと納税による税控除あり）
 ◆個人の場合：所得税・住民税等の寄附金控除を受けることができます。
 ◆法人の場合：全額損金算入ができます。
	  ⇒詳細については神奈川県ホームページ「まなびや基金の詳細について」をご覧下さい。

　募　金　要　項　

記念式典や記念誌発行の事業のための

① 一般募金寄附
（税控除なし）

通常の記念募金として実行委員会が受け
入れ、記念式典や記念誌発行等の緑高
100周年事業の費用に充当いたします。
税控除はありませんが、100周年の事業
達成には欠かせないものです。ご協力い
ただけると幸いです。

※税控除はありません

県を通して母校の教育環境整備の支援

②まなびや募金寄附
（ふるさと納税対象：税控除あり）

県立学校などの教育環境整備（物品購入や
改修工事など）の県資金に充当します。当
募金は、横浜緑ケ丘高校に特定した寄附と
して、県に一括納付いたします。

※税控除の特典があります
※県外にお住いの方
ふるさとチョイスの返礼品があります
（寄附１万円以上）
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※「納付書・領収書」の送付：確定申告・ワンストップ特例・寄附金控除（法人）
寄附金は月ごとに集計リスト化して県に報告し、寄附者（税控除受益者）には「納付書・領収書」が県から送
られますので、確定申告にお使い下さい。（ワンストップ特例申告書も同封して送られますのでご利用くださ
い）、また法人の方は寄附金として損金算入を行って下さい。

※ 寄附者が税控除受益者でない場合（配偶者・保護者のケース・法人のケース）⇒ p6記載例🅓🅔🅕
寄附者と税控除受益者が異なる場合（税控除受益者が配偶者や保護者のケース、法人のケース）は「払込取扱
票」の「依頼人」欄は税控除受益者を、「寄附者（緑高とのご関係）」には寄附者の氏名を記載願います（納付
書は税控除受益者にお送りし、寄附実績は寄附者となります）

※ ふるさとチョイス（神奈川県外にお住まいの方への特典）⇒ 神奈川県ホームページ
まなびや基金寄附はふるさとチョイスの返礼品の対象となり、１万円以上の神奈川県外にお住いの方からの寄
附に適用されます。（ふるさとチョイスのパンフレット及び申込書は納付書に同封して送られますので、ご希
望の返礼品を県にご連絡ください：返信封筒付き）

８．募金の払込方法
〇 同封のゆうちょ銀行「払込取扱票」にて払込をお願いいたします。
　 （一般募金寄附・まなびや募金寄附の募金種類にチェックして下さい）
※一般募金寄附とまなびや募金寄附は合算して払い込めます（それぞれで仕訳します）⇒ p5記載例🅐️
※電信振替での払込は、寄附種別等の整理ができなくなるのでご遠慮願います

〇 払込には、払込手数料が必要です。各自でご負担をお願いいたします。
　　 【ゆうちょ銀行　払込手数料】

⑴ 現金払い（現金取扱手数料 110 円を加算） ⑵ 通帳・カード払い
窓　口 ＡＴＭ 窓　口 ＡＴＭ

５万円未満 ３１３円 ２６２円 ５万円未満 ２０３円 １５２円
５万円以上 ５２７円 ４７６円 ５万円以上 ４１７円 ３６６円

９．個人情報の取扱いについて
寄附金払込時にご提示いただいた個人情報につきましては、募金委員会が厳重に管理し、緑高
100 周年事業の目的以外の使用はいたしません。

10．募金に関する事務
募金に関する寄附金管理事務を円滑に行うため、「横浜緑ケ丘高等学校 100 周年記念募金委員
会」を設け、その事務局を「同窓会　牧陵会」に置きます。

11．100 周年記念特設ホームページの開設
牧陵会ホームページ内に「100 周年記念特設ページ」を開設して、随時お知らせや各種行事
の予定を掲載いたします。

12．募金に関するお問い合わせ先
募金に関するお問い合わせは、ホームページの「問合せページ」または下記宛に FAX または
E-mail にてお願いいたします。

横浜緑ケ丘高等学校 100 周年記念募金委員会
　〒 231-0014　横浜市中区常盤町 3‒24　サンビル６階　 牧陵会内
　FAX：０４５‒６６４‒９０２０　
　E-mail：bokuryoukai ＠ gmail.com
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　払込取扱票の記載例　

⑴ 寄附申込者と税控除受益者（領収書の宛名）が同じ場合（寄附者＝税控除受益者）
🅐一般募金とまなびや募金を両方選択して、一つの「払込取扱票」で寄附申込をする場合

 

 

🅑一般募金のみの寄附の場合

🅒まなびや募金のみの場合

①②を選択
（両方も可）
チェックが無い
場合は
①一般募金とい
たします

会員番号は送り
状シール氏名下
に記載されてい
ます

寄附者氏名を
記入
□卒業生は
期及び会員番号
を記入
□在校生は
期と学年も記入
□その他は
三徳会、教諭、元
教諭、学校関係
者等を記入

寄附者と税控除
受益者が同じ場
合はチェック

税控除受益者が
寄附者と異なる
場合は🅓🅔🅕を
ご覧ください

①一般募金に
チェック

②まなびや募金
にチェック
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⑵ 寄附申込者と税控除受益者（領収書の宛名）が異なる場合
🅓税控除受益者が寄附申込者の「配偶者」の場合
ご依頼人欄は税控除受益者（配偶者）、寄附者（緑高とのご関係）氏名は寄附申込者

🅔税控除受益者が寄附申込者の「保護者」の場合
ご依頼人欄は税控除受益者（保護者）、寄附者（緑高とのご関係）氏名は寄附申込者

 

🅕法人の場合（領収書宛名を法人名とする場合）
ご依頼人欄は税控除受益者（法人名）、寄附者（緑高とのご関係）氏名は寄附申込者

寄附者が
「みどり」（奥様）

（税控除を受ける方）
「太郎」（ご主人）
が依頼人として
寄附申込

寄附者が
「隆」（在校生）

（税控除を受ける方）
「太郎」（お父さん）
が依頼人として
寄附申込

法人の会社
「㈱緑高商事」が
依頼人として寄
附申込
「寄附者（緑高との
ご関係）」に寄附者
のお名前を記入
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　Q & A　
🆀：「一般募金」と「まなびや募金（基金）」の違いは何ですか？

🅰：「一般募金」は、100周年事業にともなう事業全般（記念誌や記念式典、諸行事、諸掛り）を対象とする募金です。
ただし、横浜緑ケ丘高校の活動に対する募金ですので、税控除対象の指定寄附金とはなりません。
「まなびや募金（基金）」は、神奈川県が県立学校の教育環境整備推進を目的として設立した基金で、「ふるさ
と納税制度」の対象となり、「母校など特定の県立学校の教育環境向上のための寄附」の制度を活用すること
により、緑高を特定した教育環境整備に当てることができます。ただし、当基金は教育環境整備の備品設備等
に限られ、記念誌等の記念事業は対象とはなりません。
募金委員会としては、どちらの募金も必要と考えており、それぞれの違いをご理解いただき、ご寄附いただけ
れば幸いです。

🆀：「神奈川県まなびや基金」とは何ですか？

🅰：「ふるさと納税制度」の対象として、神奈川県が県立学校の教育環境整備推進を目的として設立した基金で、
寄附金によって積み立てられます。寄附の種類には 2種類ありますが、そのうちの「母校など特定の県立学
校の教育環境向上のための寄附」を活用することにより、今回お願いしている寄附金の目的に掲げた、緑高の
教育環境整備に当てることができます。
〇個人の寄附は、払込取扱票で「まなびや募金」を選択すると、募金委員会が取りまとめて「神奈川県まなび
や基金」への寄附としますので、「ふるさと納税制度」の対象となり、税金の控除が受けられます。また、神
奈川県外にお住まいの方には「ふるさとチョイス」の返礼品制度もございます。
　　⇒神奈川県ホームページ「まなびや基金の詳細について」をご覧ください。
〇法人の寄附は、「国等に対する寄附金」に該当し、その全額が損金となります。

🆀：「ふるさと納税制度」とは何ですか？　自分の住んでいる所でなくても良いのですか？

🅰：個人が応援したい、貢献したいと思う「ふるさと」の都道府県・市町村（ご自分が現在住んでいる所でなくて
構いません）に納税（寄附）する制度です。寄附をした場合、確定申告を行うことで、その寄附金額の一部が
所得税及び住民税から控除されます。
　⇒総務省「ふるさと納税のしくみ」のサイトをご覧ください。

🆀：3 万円寄附しても、実質負担は 2,000 円になるというのは本当ですか？ 

🅰：例えば、税控除受益者（寄附申込者ご本人、寄附申込者の配偶者・保護者等 ) が年収 500 万円の場合ですと，
3万円の寄附をしても、寄附金につき所得税の所得控除に加え、住民税の基本控除と特例控除を受けられる
ため、その年の所得税と次年度の住民税の負担分から 28,000 円の税額が控除され、実質負担は 2,000 円で
済むということです。
　⇒総務省「ふるさと納税額の目安」「控除額（目安）のシミュレーション」のサイトをご覧ください。

🆀：どんな手続きが必要ですか？

🅰：個人の方は、神奈川県から送付される「領収書」を添付して、確定申告をしていただきます。また、所得税控除
はなく、住民税だけの控除となりますが、確定申告の手間のない「ワンストップ特例申告書」の制度もありま
すので、ご活用下さい。
法人の方は、寄附された金額が損金算入の対象となります。

🆀：横浜緑ケ丘高校卒業生の父親（夫）ですが、私自身は他校の卒業生です。
父親（または夫）が払い込んでも「ふるさと納税」の対象になりますか？ 

🅰：p6 の「払込取扱票の記入例」にあるように、「寄附者（緑高とのご関係）」欄に緑高ご卒業のこ家族のお名前、
住所等をご記入いただき、「ご依頼人」欄に☑税控除受益者をチェックして、税控除を受ける納税者の方
（父親・夫など）のお名前、住所等必要事項をご記入ください。県からは、「税控除受益者」のお名前で「領
収書」が発行され、寄附の実績は「寄附者」のお名前といたします。

🆀：一度寄附をしましたが、また追加で寄附をして税制上問題ありませんか？ 

🅰：同じ年度内でも寄附金総額が総所得額等の 30%を超えなければ何度でも構いません。
また、年度が替われば寄附金の計算が改まりますので、実質負担は当年度、翌年度それぞれが 2,000 円で済む
ことになります。
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改善要望 
計画提出 

計画承認 
基金充足 
改善実施 

横浜緑ケ丘高等学校１００周年記念事業 
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通常募金として
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個人リスト取り
まとめ・県提出

１００周年記念募金 募金の概要 

②まなびや募金 

 
（ふるさと納税）確定
申告により税控除が
受けられます 

法人の方 

皆様のご希望により、コースを選んで募金をすることができます 
① 一般募金（税控除の特典はありません） 
   １００周年記念事業として記念式典や記念誌発行、募金募集関係費等に充当します。 
② まなびや募金（ふるさと納税制度により税控除の特典があります） 

県の計画承認により、緑高の教育施設整備に特定して、県の施設整備の補助が実施されます。 
詳しくは「募金趣意書」、「募金要項」等をご覧ください 

税控除はありません 
募金委員会が管理して
記念事業に充当します 

神奈川県に対する寄付金

として損金算入ができま

す 

 

個人の方 

法人リスト取り
まとめ・県提出 
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新体育館に伴う諸施設の整備（各スポーツ設備・備品等） 
その他緑高の教育環境整備で県予算対象外のもの（教育備品の充当等） 

１００周年記念誌事業 
募集関係経費等に充当 

一 括 
納 付 

納 付 

すべての方 
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納 付 

募 金 
払 込 
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①一般募金 


